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膏社名簿出版事業部とした調査ハガキが会員の皆様に郵送されてい

鼻ますが、これは江工会や母校とは全く関係はありません。業者が営

利目的に勝手な詐欺まがいの行為（価格も高く、内容も伴わない）

を働いていると思われます。調査に応える義務も、購入をする義務

もありません。くれぐれもご注意を頂きますようお願いいたします。

報会会工

有
志
が
顔
を
合
わ
せ
る
た
び
に
、

議
論
し
て
い
た
の
も
事
実
で
あ
り

ま
し
た
。
卒
業
生
一
二
、
〇
〇
〇
余
名
で
、

母
校
近
辺
で
五
、
〇
〇
〇
名
前
後

の
、
江
工
O
B
が
生
活
を
送
っ
て
お

ら
れ
る
事
実
が
あ
り
ま
す
。

一
方
、
現
在
の
母
校
の
状
況
は
、

少
子
化
の
波
を
も
ろ
に
か
ぶ
り
、

最
盛
期
の
昭
和
三
十
年
代
に
は
七

学
科
一
、
〇
五
六
名
の
在
校
生
が
、

今
で
は
三
学
科
三
〇
〇
人
に
な
り
、

島
根
県
下
全
体
を
見
て
も
高
校
再

編
は
急
速
に
進
み
　
（
H
1
8
益
田
工

業
高
・
益
田
産
業
高
統
合
、
H
1
9

邑
智
高
・
川
本
高
統
合
）
、
母
校

は
い
つ
も
学
校
・
学
級
再
編
制
の

議
論
の
対
象
と
な
り
、
母
校
存
続

の
危
機
す
ら
見
え
隠
れ
し
て
い
る

昨
今
で
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
母
校
の
所
在
す
る
地

元
江
津
市
は
市
町
村
合
併
が
進
ん

で
も
人
口
は
三
万
人
に
も
足
ら
ず
、

こ
の
ま
ま
で
は
人
口
は
ど
ん
ど
ん
減

り
、
老
人
中
心
の
高
齢
化
社
会
の

最
先
端
の
ま
ち
に
な
り
、
市
の
存

在
も
危
倶
さ
れ
、
住
民
等
し
く
危

機
感
を
覚
え
る
状
況
で
あ
り
ま
す
。

以
上
の
よ
う
な
問
題
課
題
が

山
積
す
る
中
で
あ
り
ま
す
が
、

市
内
に
あ
る
、
も
の
づ
く
り
の

匠
を
養
成
す
る
優
秀
な
　
「
人
材

育
成
の
場
で
あ
る
工
業
教
育
（
江

津
工
業
高
）
」
と
　
「
市
内
に
あ
る

優
良
企
業
」
が
連
携
し
た
な
ら
ば
、

必
ず
す
ぼ
ら
し
い
　
「
も
の
づ
く

り
の
ま
ち
」
　
へ
と
よ
み
が
え
り

発
展
し
、
「
賑
わ
い
が
戻
っ
て
く

る
。
」
　
の
で
は
な
い
ノ
か
、
「
そ
の

接
点
に
わ
れ
わ
れ
地
元
O
B
」
が
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
組
み
、
眠
れ
る
獅

子
集
団
が
起
き
上
が
り
、
「
学
校
・

企
業
・
社
会
　
（
O
B
）
・
行
政
」

と
が
連
携
す
る
な
ら
ば
、
き
っ
と

「
す
ぼ
ら
し
い
生
徒
」
　
が
育
ち
、

「
す
ぼ
ら
し
い
ま
ち
」
　
に
生
ま
れ

変
わ
っ
て
行
く
の
で
は
な
い
か
、

そ
ん
な
気
持
ち
か
ら
地
元
有
志

が
相
集
い
　
「
江
工
会
江
津
支
部
」

を
平
成
十
八
年
九
月
十
六
日
に
立

で
、
ご
支
援
の
ほ
ど
お
願
い
い

し
ま
す
。

事
務
局
長
及
び
事
務
局
は
、

横
田
　
学
さ
ん
　
（
C
舶
卒
）

【E】mai－】

（
y
O
k
O
（
a
＠
d
a
s
a
i
．
j
p
）
　
で
す

ち
上
げ
た
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

こ
の
支
部
の
特
徴

は
、
前
述
の
目
標
達

成
の
た
め
既
存
企
業

等
に
あ
る
江
工
会
支

部
と
市
内
の
地
域
別

に
横
断
的
に
つ
な
い
で
、

江
工
会
O
B
の
江
津

市
民
な
ら
す
べ
て
が

加
入
で
き
る
仕
組
み

に
し
て
い
る
と
こ
ろ
と
、

県
外
支
部
と
の
交
流

の
受
け
皿
の
役
割
、

さ
ら
に
在
学
生
の
相

談
相
手
も
担
い
ま
す
。

今
後
は
、
会
員
の

加
入
促
進
と
血
の
通

っ
た
組
織
へ
と
発
展
す

る
よ
う
、
役
員
一
同
張

り
切
っ
て
お
り
ま
す
の

¶
ガ
背
仇
亀
い
′
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報全会工江

〔
二
〇
〇
六
年
（
平
成
十
八
年
）
〕

二
月
一
日
　
会
報
第
四
十
号
発
行

県
内
外
各
支
部
、
地
元
企
業
、

教
職
員
、
在
校
生
等
に
配
布
。

二
月
十
八
日
　
関
東
支
部
総
会

塚
本
　
活
支
部
長
は
じ
め
会
員

七
十
五
名
の
出
席
、
来
賓
と
し

て
関
西
支
部
か
ら
二
名
と
島
根

県
東
京
事
務
所
の
高
田
氏
が
出

席。懇
親
会
で
は
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と

し
て
、
演
歌
歌
手
山
崎
て
い
じ

さ
ん
　
（
建
築
5
1
年
卒
）
　
の
歌

謡
シ
ョ
ー
を
楽
し
み
、
最
後
に

全
員
で
応
援
歌
や
校
歌
を
斉
唱

し
盛
会
で
し
た
。

本
部
よ
り
重
安
会
長
・
岩
田
事

務
局
員
が
出
席
。

二
月
十
九
日
　
山
口
県
支
部
総
会

上
田
博
祥
支
部
長
は
じ
め
会
員

三
十
三
名
の
出
席
　
（
担
当
＝
下

松
地
区
）
、
来
賓
と
し
て
広
島

地
区
か
ら
三
名
の
出
席
。

懇
親
会
で
は
、
手
品
や
カ
ラ
オ

ケ
を
楽
し
み
、
地
区
別
の
自
己

紹
介
も
あ
り
、
最
後
に
全
員
で

応
援
歌
や
、
校
歌
を
斉
唱
し
盛

会
で
し
た
。

本
部
よ
り
岩
井
教
頭
・
佐
々
木

一
郎
元
事
務
局
長
が
出
席
。

二
月
二
十
六
日
　
弥
栄
支
部
総
会

栗
栖
卓
三
支
部
長
は
じ
め
会
員

九
名
の
出
席
。

懇
親
会
で
は
、
地
元
名
物
の
猪

鍋
を
囲
み
和
や
か
な
雰
囲
気
で
、

最
後
に
全
員
で
応
援
歌
や
校
歌

を
斉
唱
し
盛
会
で
し
た
。

本
部
よ
り
室
安
会
長
・
倉
本

事
務
局
員
が
出
席
。

二
月
二
十
八
日
　
新
卒
者
入
会
式

江
工
会
入
会
者
　
（
平
成
十
七

年
度
卒
業
生
九
十
四
名
）

江
工
会
副
会
長
砂
田
忠
氏
　
（
建

築
3
3
年
卒
）
　
よ
り
　
「
人
生
逃

げ
た
ら
ダ
メ
」
　
の
演
題
で
〝
気
持

ち
を
前
向
き
に
自
分
の
道
を
開

い
て
下
さ
い
“
と
分
か
り
や
す
く

講
話
さ
れ
ま
し
た
。

室
安
会
長
、
あ
い
さ
つ
と
講
師

紹
介
の
た
め
出
席
。

会
館
の
管
理
運
営
等
を
十
九
年

度
よ
り
学
校
サ
イ
ド
に
移
す
べ

く
提
案
を
審
議
。
今
後
、
理

事
会
・
総
会
の
承
認
を
得
る
。

五
月
十
六
日
　
江
工
会
理
事
会
・

総
会

十
七
年
度
事
業
・
決
算
報
告
、

十
八
年
度
事
業
・
予
算
審
議
。

す
べ
て
の
議
案
が
承
認
さ
れ
た
。

江
工
会
館
運
営
の
移
管
に
つ
い

て
は
昨
年
承
認
済
み
、
今
年
度

は
移
管
を
確
実
に
進
め
る
よ
う

確認。

土
井
正
人
氏
　
（
工
化
3
9
年
卒
）

盆
子
原
民
生
氏
（
電
気
4
0
年
卒
）

石
橋
孝
義
氏
　
（
建
築
4
1
年
卒
）

藤
田
　
厚
氏
　
（
電
気
4
3
年
卒
）

六
月
四
日
　
関
西
支
部
記
念
総
会

橋
目
福
司
支
部
長
は
じ
め
会
員

百
十
名
の
出
席
、
来
賓
と
し
て

関
東
支
部
か
ら
三
名
と
島
根
県

大
阪
事
務
所
の
須
川
氏
、
工
友

会
の
先
生
方
二
十
一
名
の
出
席
。

懇
親
会
に
は
、
五
十
回
記
念
総

会
と
い
う
こ
と
で
、
ご
家
族
の

出
席
も
多
く
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で

は
、
郷
土
の
石
見
神
楽
や
山
崎

て
い
じ
さ
ん
の
演
歌
オ
ン
ス
テ
ー

ジ
で
盛
り
上
が
り
、
ま
た
、
恩

師
の
工
友
会
の
先
生
方
と
も
昔

話
に
花
が
咲
い
て
い
ま
し
た
。

本
部
よ
り
室
安
会
長
・
金
山

校
長
・
佐
々
木
文
人
事
務
局
員

が
出
席
。

五
月
十
六
日
　
江
工
会
館

運
営
委
員
会

十
七
年
度
事
業
・
決
算
報
告
、

十
八
年
度
事
業
・
予
算
審
議
。

総
会
や
懇
親
会
に
遠
く
は
益
田

市
・
浜
田
市
・
川
本
町
か
ら
も

出
席
。
学
校
か
ら
は
金
山
校
長
・

岩
井
教
頭
・
安
野
事
務
長
・

難
波
総
務
部
長
ら
の
出
席
で
親

交
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

五
月
二
十
八
日
　
江
津
市
議
会
議

員
選
挙
で
江
工
会
員
の
当
選
者

室
安
延
博
氏
　
（
建
築
3
1
年
季
）

福
原
昭
平
氏
（
機
械
3
4
年
率
）

七
月
二
十
八
日
　
江
津
支
部
設
立

準
備
会

室
安
会
長
は
じ
め
江
工
会
員
市

議
五
氏
と
横
田
学
氏
　
（
工
化

4
3
年
卒
）
　
他
二
名
の
出
席
。

学
校
よ
り
事
務
局
の
佐
々
木
敏

博
が
代
理
で
出
席
。

横
田
氏
の
プ
レ
ゼ
ン
に
よ
り
今

後
の
方
向
性
や
準
備
作
業
に
つ

い
て
検
討
。
続
い
て
懇
親
会
も

催
さ
れ
た
。

八
月
十
四
日
　
石
州
瓦
工
業
組
合

と
の
意
見
交
換
会

関
西
支
部
の
藤
井
浩
史
氏
　
（
建

築
2
9
年
卒
）
　
と
関
東
支
部
の

勝
田
友
治
氏
　
（
電
気
3
8
年
卒
）

の
お
世
話
で
第
三
回
目
と
な
る

意
見
交
換
会
が
催
さ
れ
、
例
年

の
倍
の
三
十
四
名
に
も
お
よ
ぶ
方
々

の
出
席
が
あ
り
、
石
州
瓦
の
販

路
拡
大
に
向
け
て
活
発
な
意
見

交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

八
月
二
十
七
日
　
弥
栄
支
部
設
立

二
十
周
年
の
集
い

栗
栖
卓
三
支
部
長
は
じ
め
会
員

十
二
名
の
出
席
。

母
校
見
学
の
後
、
懇
親
会
に
移

り
、
懐
か
し
い
思
い
出
話
や
近
況
、

見
学
の
感
想
な
ど
を
語
り
合
い
、

最
後
に
校
歌
や
応
援
歌
を
大
合

唱
、
若
い
会
員
の
方
が
多
く
、

明
る
く
活
発
な
会
と
な
り
ま
し

た。本
部
よ
り
室
安
会
長
、
金
山
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江津支部　情報交換会（’06．12．24）

大阪城にて第23回工友会総会（’06．6．3～4）

報会会工江

校
長
、
佐
々
木
敏
博
事
務
局
長
、

倉
本
事
務
局
員
が
出
席
。

九
月
十
六
日
　
江
津
支
部
．
設
立

準
備
委
員
会

重
安
会
長
は
じ
め
地
元
会
員
三

十
五
名
の
出
席
。

支
部
設
立
の
主
旨
説
明
に
続
き

運
営
組
織
や
規
約
の
制
定
な
ど

を
協
議
。
砂
田
副
会
長
を
支

部
長
に
選
任
し
、
出
席
者
を
幹

事
と
し
て
発
足
す
る
事
を
決
定
。

懇
親
会
で
は
、
出
席
者
全
員
の

自
己
紹
介
や
決
意
表
明
で
盛
会

で
し
た
。

学
校
よ
り
金
山
校
長
、
事
務

局
よ
り
佐
々
木
敏
博
が
出
席
。

り
、
母
校
の
思
い
出
や
近
況
を

和
や
か
に
語
り
合
い
、
ま
た
日

中
に
行
わ
れ
た
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
の

表
彰
式
や
手
品
の
余
興
等
で
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

本
部
よ
り
室
安
会
長
・
金
山

校
長
・
佐
々
木
一
郎
事
務
局
員

が
出
席
。

局
よ
り
佐
々
木
敏
博
が
出
席
。

十
一
月
二
十
五
日
　
益
田
支
部
総
会

田
淵
直
徳
支
部
長
は
じ
め
会
員

十
九
名
の
出
席
。

総
会
前
に
記
念
写
真
を
撮
り
各

種
議
案
の
審
議
が
あ
り
ま
し
た
。

懇
親
会
は
総
勢
二
十
二
名
と
な

十
二
月
二
十
四
日
　
江
津
支
部
情

報
交
換
会

砂
田
　
患
支
部
長
は
じ
め
会
員

十
八
名
の
出
席
。
支
部
設
立
後

三
ケ
月
間
の
経
緯
や
今
後
の
予
定
、

情
勢
分
析
な
ど
、
情
報
交
換
の

後
、
土
井
正
人
氏
　
（
工
化
3
9

年
季
）
　
の
地
域
開
発
ス
ポ
ー
ツ

賞
　
（
山
陰
中
央
新
報
社
）
　
受

賞
記
念
の
祝
賀
懇
親
会
に
う
っ

り
、
和
や
か
に
歓
談
し
、
最
後

に
校
歌
を
斉
唱
し
盛
会
で
し
た
。

本
部
よ
り
室
安
会
長
、
金
山

校
長
、
上
手
副
会
長
、
事
務

十
月
十
一
日

機
械
科
二
十
七
年
卒
（
船
出
会
）

江
津
市
　
（
パ
レ
ス
和
光
）
　
に
て

1
5
名
参
加
。

■
毎
年
開
催
。
本
年
は
宮
島
開

催
予
定
。

十
月
十
二
日

機
械
科
三
十
五
年
卒
（
石
松
会
）

宇
治
市
　
（
花
や
し
き
浮
舟
園
）

に
て
2
4
名
参
加
。

恩
師
桧
下
滋
夫
先
生
、
盆
子

原
良
友
先
生
ご
出
席
。

十
月
三
十
一
日

機
械
科
二
十
八
年
卒
（
紫
旗
会
）

由
布
市
　
（
ゆ
ふ
い
ん
ホ
テ
ル
秀

峰
館
）
に
て
第
1
3
回
8
名
参
加
。

恩
師
盆
子
原
良
友
先
生
ご
出
席
。

エ
夜
会
総
会
報
告

本
年
度
の
第
二
十
三
回
工
友

会
総
会
・
研
修
旅
行
は
、
江
工

会
関
西
支
部
第
五
十
回
記
念
総

会
に
参
加
す
る
た
め
、
大
阪
開

催
と
な
り
ま
し
た
。

六
月
三
日
早
朝
に
江
津
を
出

発
、
私
は
松
江
か
ら
便
乗
、
十

九
名
の
懐
か
し
い
会
員
の
皆
様

と
ご
一
緒
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
総
会
の
議
事
は
全
て
バ
ス
の

中
で
済
ま
せ
、
二
〇
〇
名
近
い

卒
業
生
の
待
つ
大
阪
へ
と
期
待

が
膨
ら
み
ま
し
た
。
到
着
後
、

支
部
役
員
の
お
世
話
で
大
阪
城

散
策
を
楽
し
み
ま
し
た
。

六
月
四
日
、
関
西
随
一
の
日
本

庭
園
を
持
つ
　
「
太
閤
囲
」
　
で
総

会
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、

ま
ず
橋
目
関
西
支
部
長
の
挨
拶

に
始
ま
り
、
室
安
江
工
会
会
長
・

金
山
校
長
・
塚
本
関
東
支
部

長
の
来
賓
挨
拶
の
後
、
議
事
が

審
議
さ
れ
、
楽
し
み
の
懇
親
会

が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

石
見
神
楽
・
山
崎
て
い
じ
さ
ん

（
昭
和
5
1
A
科
卒
）
　
歌
謡
シ
ョ

ー
な
ど
熱
気
の
こ
も
っ
た
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
で
盛
り
上
が
り
、

活
の
卒
業
生
な
ど
四
十
数
年
ぶ

り
に
懐
か
し
い
面
々
に
出
会
う

こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
本
当
に

良
か
っ
た
と
喜
ん
で
い
ま
す
。
「
旭

光
燦
た
る
星
高
山
と
・
・
・
」

と
校
歌
の
大
合
唱
で
記
念
の
行

事
が
無
事
終
了
、
満
ち
足
り
た

気
持
ち
で
大
阪
を
後
に
し
ま
し

た
。
こ
の
度
の
総
会
を
通
し
て
、

あ
ら
た
め
て
関
西
支
部
の
皆
さ

ん
の
結
束
の
強
さ
・
母
校
へ
の
思

い
や
る
気
持
ち
を
肌
で
感
じ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
現
在
、

生
徒
数
は
減
少
し
て
い
ま
す
が
、

母
校
へ
の
江
工
会
の
皆
さ
ん
の
一

層
の
ご
支
援
を
期
待
し
、
私
共

も
今
後
温
か
く
見
守
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
最
後
に
な
り

ま
し
た
が
、
私
達
を
心
か
ら
歓

迎
し
て
い
た
だ
い
た
関
西
支
部
の

皆
さ
ん
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。（

松
江
市
在
住
　
園
山
哲
也
記
）

多
数
の
同
窓
生
と
共
に
旧
交

を
温
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
私
に
と
っ
て
昭
和
四
十

一
年
に
担
任
し
た
A
科
の
卒

業
生
　
（
昭
和
4
2
卒
）
　
や
部
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蓬 � � � �蒜琉漬 805 �466 �339 �預金利息、等 
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皆様乃lらのおたまりを

お待ちしこいま吉
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十
二
月
四
日

機
械
科
三
十
四
年
卒
　
（
五
九
童

会）東
京
台
東
区
　
（
水
月
ホ
テ
ル
鴎

外
荘
）
　
に
て
2
5
名
参
加
。

恩
師
盆
子
原
良
友
先
生
ご
出
席
。

十
二
月
六
日

機
械
科
三
十
九
年
卒
（
緑
松
会
）

浜
田
市
　
（
金
城
観
光
ホ
テ
ル
）

に
て
2
4
名
参
加
。

恩
師
園
山
哲
也
先
生
ご
出
席
。

十
二
月
十
二
日

機
械
科
三
十
九
年
卒
（
緑
松
会
）

追
加
開
催

江
津
市
（
栄
寿
し
）
に
て
4
名

参加。
恩
師
盆
子
原
良
友
先
生
ご
出
席
。

謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

旧
職
員
　
宮
村
　
宣
雄
　
（
社
会
）

室
谷
　
良
秋
　
（
機
械
）

西
村
　
明
久
　
（
電
気
）

増
田
　
　
勲
　
（
機
械
）

会
　
員
井
川
坂
口

豊
昭
　
（
機
械
2
5
年
季
）

徳
田
　
隆
幸

橋
本
　
　
浩

田

中

一

雄

字
津
　
勝
美

中
嶋
　
卓
哉

沖
田
　
能
現

上
手
　
隆
幸

小
林
　
久
義

臼
井
　
　
博

渡
辺
　
昌
朋

河
野
　
勝
弘

佐
々
木
　
譲

（
機
械
4
4
年
卒
）

（
建
築
3
6
年
率
）

（
木
建
1
3
年
卒
）

（
併
中
2
3
年
卒
）

（
建
築
4
9
年
卒
）

（
機
械
5
2
年
卒
）

（
工
化
4
3
年
季
）

（
工
化
4
3
年
季
）

（
電
気
4
3
年
卒
）

（
電
気
3
8
年
卒
）

（
建
築
3
8
年
卒
）

（
工
化
4
3
年
季
）

真藤本　正光

藤
田
　
光
弘

（
工
化
5
3
年
卒
）

（
機
械
2
7
年
季
）

（
機
械
2
5
年
率
）

田
中
（
森
脇
）
久
人（

木
建
1
4
年
卒
）

多
忙
な
折
り
、

快
く
ご
寄
稿

い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
、
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
お
か
げ

さ
ま
で
第
四
十
一
号
を
発
行
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

一
面
の
写
真
は
校
歌
に
歌
わ

れ
て
い
ま
す
星
高
山
の
中
腹
よ

り
市
街
地
を
見
渡
し
た
も
の
で
す
。

遠
く
母
校
の
西
側
に
、
昨
年
六

月
に
開
院
し
た
済
生
会
総
合
病

院
を
見
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

な
お
、
会
報
に
対
し
ま
し
て

ご
意
見
、
情
報
　
（
同
窓
会
報
告
、

会
員
消
息
等
）
　
が
ご
ざ
い
ま
し

た
ら
事
務
局
へ
ご
連
絡
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
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星高山中腹より江津シビックゾーンを望む

報会会工江

江
工
会
会
報

亥
年
を
迎
え
　
て
会
　
長
　
室
　
安
　
延
　
博

（
建
築
科
昭
和
3
1
年
卒
業
）

輝
か
し
い
新

春
を
お
揃
い
で

元
気
に
お
迎
え

の
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
九
月
に
宮
家
に
お

か
れ
ま
し
て
は
　
「
秋
篠
宮
悠
仁
」

親
王
が
ご
誕
生
さ
れ
ま
し
た
。
会

員
の
皆
様
方
と
共
に
お
祝
い
申
し

上
げ
た
く
存
じ
ま
す
。

五
年
間
続
い
た
小
泉
政
権
の
後

を
受
け
　
「
美
し
い
国
、
日
本
」
　
を

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
誕
生
し
た
安

倍
内
閣
。
現
在
我
国
の
景
気
は
、

マ
ス
コ
ミ
、
経
済
紙
に
よ
る
と
戦

後
最
長
の
　
「
い
ざ
な
ぎ
景
気
」
　
を

越
え
た
と
報
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

実
感
を
覚
え
な
い
が
、
そ
の
進
展

持
続
を
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。国
外
に
於
て
は
、
近
隣
北
朝
鮮

の
ミ
サ
イ
ル
発
射
・
地
下
核
実
験

に
よ
る
北
朝
鮮
制
裁
を
決
議
し
た

国
連
安
保
理
。
イ
タ
リ
ア
総
選
挙

で
の
政
権
交
代
。
ブ
レ
ア
英
首
相

の
一
年
以
内
の
退
陣
表
明
。
米
国

の
中
間
選
挙
で
民
主
党
勝
利
等
、

国
内
外
と
も
政
治
経
済
を
含
め
人

災
天
災
が
多
い
年
で
し
た
。
本
年

は
亥
年
で
動
物
に
た
と
え
る
と
猪

で
あ
り
ま
す
。
よ
り
良
い
方
向
に

猪
突
猛
進
で
有
り
た
い
も
の
で
す
。

昨
年
も
江
工
会
各
支
部
の
総
会
に

お
招
き
い
た
だ
き
出
席
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。
そ
の
活
動
・
活
躍
振

り
に
感
銘
す
る
と
同
時
に
、
若
い

会
員
の
参
加
が
見
受
け
ら
れ
大
変

嬉
し
く
感
じ
た
次
第
で
す
。

ま
た
私
事
、
就
任
以
来
の
念
願

で
あ
り
ま
し
た
江
工
会
江
津
支
部

の
設
立
が
成
さ
れ
ま
し
た
。
市
内

の
江
工
会
支
部
は
、
市
役
所
支
部
・

元
山
陽
パ
ル
プ
支
部
　
（
現
日
本
製

紙
ケ
ミ
カ
ル
江
津
事
業
所
）
　
な
ど

が
組
織
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の

度
市
内
各
企
業
グ
ル
ー
プ
を
包
含

し
た
組
織
結
成
が
さ
れ
ま
し
た
。

折
し
も
、
永
井
良
三
・
江
津

商
工
会
議
所
会
頭
　
（
江
工
後
援

会
会
長
）
　
様
よ
り
産
業
振
興
の
為

江
津
市
及
び
市
議
会
に
対
し
て
、

島
根
県
の
産
業
支
援
を
受
け
て
江

津
工
業
高
校
卒
業
生
を
中
心
と
し

た
組
織
が
立
上
げ
ら
れ
、
既
存
の

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
飢
」
　
「
ポ
リ
テ
ク
振

興
会
」
　
等
と
の
情
報
を
共
有
し
工

業
の
振
興
を
図
る
た
め
　
「
江
津
市

工
業
支
援
協
議
会
」
　
（
仮
称
）
　
の

設
立
依
頼
が
な
さ
れ
た
と
こ
ろ

です。地
域
に
於
け
る
江
工
会
江
津
支

部
の
果
た
す
役
割
が
期
待
さ
れ
る

と
共
に
、
地
場
産
業
振
興
の
原
動

力
に
寄
与
出
来
る
事
を
確
信
す
る

も
の
で
す
。

一
方
、
平
成
の
大
合
併
も
ひ
と

投
落
し
た
も
の
の
、
郷
里
石
見
地

方
は
急
激
な
少
子
高
齢
化
に
歯
止

め
が
か
か
ら
ず
、
県
立
学
校
再
編

成
計
画
が
提
案
な
さ
れ
る
中
、
未

来
の
江
工
会
会
員
確
保
に
、
学
校

当
局
共
々
そ
の
打
開
策
と
し
て
新

た
な
取
組
み
に
努
力
を
し
な
け
れ

ば
成
ら
な
い
事
と
思
い
ま
す
。

結
び
に
、
各
支
部
の
ご
発
展
と

会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
を
祈
念
い

た
し
ま
す
。
新
春
の
ご
あ
い
さ
つ

校

　

長

　

金

　

山

　

幸

　

三

江
工
会
会
員

の
皆
様
に
は
新

春
を
お
元
気
で

お
迎
え
に
な
ら

れ
た
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。
母
校
の
教
育
活
動
に
格
別
の

ご
理
解
と
温
か
い
ご
支
援
を
賜
り

誠
に
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
は
母
校
の
事
務
室
を
騙
り
、

卒
業
生
の
携
帯
電
話
の
番
号
や
勤

務
先
を
聞
く
と
い
う
事
件
が
起
こ

り
ま
し
た
。
学
校
と
し
て
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
　
「
注
意
」
　
を
記
載
す

る
と
と
も
に
新
聞
社
　
（
朝
日
新
聞
、

山
陰
中
央
新
報
、
中
国
新
聞
）

に
こ
の
こ
と
の
記
事
掲
載
の
依
頼

を
し
、
卒
業
生
に
注
意
を
呼
び
か

け
ま
し
た
。
こ
れ
に
引
き
続
き
再

び
卒
業
生
の
と
こ
ろ
に
江
津
工
業
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高
等
学
校
同
窓
名
鑑
を
作
成
す
る

か
ら
申
込
み
を
し
な
さ
い
と
い
う

は
が
き
が
届
い
た
と
い
う
こ
と
で
し

た
。
こ
の
二
つ
の
件
で
卒
業
生
の
方

か
ら
本
校
に
た
く
さ
ん
の
問
い
合

わ
せ
が
あ
り
ま
し
た
。
学
校
と
し

て
も
何
の
た
め
に
使
う
の
か
わ
か

ら
ず
心
配
を
し
て
お
り
ま
す
。
新

聞
社
の
方
か
ら
聞
い
た
話
に
よ
る
と
、

携
帯
電
話
の
番
号
等
を
聞
く
の
は

振
り
込
み
詐
欺
な
ど
に
悪
用
す
る

つ
も
り
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で

す
。
卒
業
生
の
方
々
に
は
、
本
当

に
お
気
を
つ
け
て
頂
き
た
い
も
の
と

思
っ
て
い
ま
す
。

島
根
県
の
人
口
減
少
も
歯
止
め

が
か
か
ら
ず
、
県
の
調
査
に
よ
る

と
平
成
二
十
五
年
に
は
、
島
根
県

の
総
人
口
が
七
十
万
人
を
割
る
と

い
う
推
計
が
出
て
い
ま
す
。
本
校

の
あ
る
江
津
地
域
も
例
外
で
は
な

く
、
こ
の
ま
ま
何
も
し
な
い
で
い
る

と
、
江
津
市
の
存
続
す
ら
危
倶
さ

れ
て
い
ま
す
。
産
・
官
・
学
が
連

携
し
て
江
津
市
に
活
力
を
も
た
ら

そ
う
と
色
々
な
企
画
・
施
策
が
行

わ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

本
校
創
立
の
主
旨
は
　
「
こ
の
地

域
に
は
立
派
な
山
林
が
あ
る
け
れ

ど
も
、
木
工
、
家
具
、
建
築
の
技

術
が
発
達
し
て
い
な
い
。
従
っ
て
県

外
か
ら
の
製
品
の
技
術
に
圧
倒
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
は
適
当
な
技
術

取
得
の
場
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。

ま
た
、
人
口
が
増
大
し
て
、
農
業

だ
け
で
は
暮
ら
し
が
成
り
立
た
な

い
。
こ
れ
ら
の
、
こ
の
地
方
独
自
の

情
勢
を
考
え
て
、
子
供
が
将
来
安

定
し
た
就
業
が
出
来
る
こ
と
。
ま

た
。
地
方
産
業
の
振
興
を
目
的
と

す
る
」
　
で
し
た
。
当
時
の
時
代
背

景
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
当
地

区
は
農
業
・
養
蚕
を
中
心
と
し
た

社
会
で
、
林
業
や
製
造
業
は
発
達

し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
農
業
は

長
男
が
跡
を
継
ぐ
と
次
男
、
三
男

以
降
は
働
く
場
所
を
求
め
る
必
要

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
次
男
、
三

男
が
働
き
場
所
を
求
め
る
時
に
手

に
技
術
を
持
っ
て
い
た
ら
、
仕
事
に

就
き
や
す
い
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の

技
術
取
得
の
場
所
と
し
て
本
校
は

創
立
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

開
校
以
来
、
本
校
の
均
質
な
卒
業

生
は
地
元
を
離
れ
　
「
も
の
づ
く
り

日
本
」
　
の
繁
栄
を
支
え
て
き
ま
し

た
。
こ
の
創
立
の
主
旨
が
現
在
で

も
生
き
て
い
て
、
地
元
に
卒
業
生

が
残
ら
な
い
こ
と
に
結
び
つ
い
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
た
り

し
て
い
ま
す
。
今
年
の
卒
業
予
定

者
で
地
元
に
残
る
も
の
は
三
割
を

き
り
ま
し
た
。
母
校
の
あ
る
地
元

（
江
津
市
）
　
が
活
性
化
す
る
為
に

は
、
何
と
い
っ
て
も
若
い
力
が
必
要

で
す
。
地
元
へ
一
人
で
も
多
く
の
卒

業
生
が
残
り
、
地
域
活
性
化
の
中

核
的
な
人
材
の
輩
出
を
考
え
、
色
々

な
施
策
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
地

元
の
良
さ
・
誇
り
・
自
信
を
身
に

つ
け
、
地
元
に
目
を
向
け
る
教
育

を
模
索
し
て
お
り
ま
す
。

諸
先
輩
方
の
母
校
へ
の
さ
ら
な

る
温
か
い
ご
支
援
を
お
願
い
す
る

と
と
も
に
、
皆
様
方
の
ご
活
躍
と

ご
健
康
を
お
祈
り
し
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

昨
年
よ
り
立
ち
上
げ
ま
し
た
野
山

散
策
同
好
会
も
お
蔭
様
で
昨
年
の

暮
れ
で
、
五
回
の
例
会
の
ハ
イ
キ
ン

グ
を
開
催
す
る
事
が
叶
い
ま
し
た
。

振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
陣
馬

山
の
頂
上
か
ら
富
士
山
と
三
六
〇

度
の
眺
望
に
浸
り
、
下
山
後
に
陣

馬
の
湯
で
身
体
の
疲
労
を
取
る
事

に
し
た
第
一
回
例
会
。
l
つ
コ
ウ
キ

ス
ゲ
の
咲
き
乱
れ
る
黄
色
い
械
毯

の
中
を
歩
い
た
一
泊
で
の
尾
瀬
ケ
原

の
二
回
目
の
例
会
。
更
に
、
日
本

百
名
山
の
一
つ
那
須
茶
目
岳
に
登
り
、

那
須
温
泉
に
泊
ま
り
、
心
身
共
に

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
た
第
五
回
目
の
例

会。

支
部
活
動
の
活
性
化
に

思
い
を
寄
せ
て

関
東
支
部
野
山
散
策
同
好
会

幹
　
事
　
金
　
子
　
英
　
樹

（
機
械
科
昭
和
3
6
年
卒
業
）

会
員
の
皆
様

に
は
、
御
家
族

お
揃
い
で
輝
か

し
い
平
成
十
九

年
の
新
春
を
お
迎
え
の
事
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。
穏
や
か
な
天

侯
に
恵
ま
れ
た
幕
開
け
と
成
り
、

待
望
の
初
日
の
出
と
も
対
面
を
果

た
し
希
望
の
持
て
る
年
を
予
感
出

来
ま
し
た
が
、
皆
様
は
如
何
で
し

た
で
し
ょ
う
か
。

日
頃
は
、
関
東
支
部
の
活
動
に

対
し
、
心
熱
き
ご
支
援
と
ご
協
力

を
戴
き
大
変
有
難
う
御
座
い
ま
す
。

心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
支

部
活
動
の
活
性
化
へ
の
起
爆
剤
の

役
目
を
担
う
事
が
出
来
れ
ば
と
一

以
上
の
様
な
、
無
理
を
し
な
い
、

適
度
な
運
動
と
、
温
泉
に
浸
か
り

心
身
の
癒
し
と
親
睦
に
力
点
を
置

い
た
例
会
を
重
ね
て
来
ま
し
た
。

時
に
は
、
お
酒
を
嗜
み
な
が
ら
、

江
工
会
の
活
性
化
に
つ
い
て
、
郷

土
島
根
の
元
気
復
活
へ
の
道
、
少

子
化
と
環
境
か
ら
押
し
寄
せ
て
来

る
大
き
な
波
に
挟
ま
れ
て
居
る
母

校
の
永
遠
存
続
へ
の
苦
闘
等
、
情

報
共
有
化
と
同
時
に
今
後
の
支
部

活
動
の
在
り
方
を
夜
半
ま
で
論
じ

て
み
た
り
、
時
に
は
カ
ラ
オ
ケ
大

会
会
場
に
変
化
を
し
て
み
た
り
、

と
会
を
重
ね
る
毎
に
確
実
に
親
睦

の
輪
が
濃
く
大
き
く
広
が
っ
て
行

く
手
応
え
を
感
じ
て
居
る
次
第
で

す
。
今
年
度
も
、
会
員
の
皆
様
の

ご
協
力
を
得
て
更
に
例
会
を
重
ね

て
行
く
事
に
し
て
居
ま
す
。
ど
う

ぞ
、
更
な
る
ご
支
援
を
賜
り
ま
す

様
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

関
東
支
部
に
於
き
ま
し
て
は
、

二
月
十
八
日
　
（
日
）
　
十
九
年
度
の

総
会
の
懇
親
会
に
於
い
て
、
会
員

の
皆
様
の
ご
要
望
と
役
員
全
員
の

念
願
で
あ
っ
た
、
「
石
見
神
楽
」

の
上
演
が
決
定
し
て
居
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
江
工
会
本
部
、
及
び
江

津
支
部
、
特
に
横
田
学
事
務
局
長

の
御
尽
力
に
よ
る
も
の
と
、
紙
面

を
お
借
り
し
て
深
く
感
謝
申
し
上

げ
る
次
第
で
有
り
ま
す
。
こ
の
総

会
を
成
功
さ
せ
る
事
が
関
東
支
部

の
今
年
度
の
最
大
の
課
題
と
役
員

一
同
、
心
に
刻
み
込
ん
で
居
ま
す
。

最
後
に
成
り
ま
す
が
関
東
支
部

の
今
後
の
活
動
に
一
層
の
御
指
導
御

支
援
を
賜
わ
り
ま
す
事
を
お
願
い

申
し
上
げ
る
と
共
に
、
江
工
会
本

部
並
び
に
そ
れ
に
連
な
る
、
各
支

部
の
益
々
の
ご
発
展
を
祈
念
申
し

上
げ
な
が
ら
ペ
ン
を
置
か
せ
て
戴
き

ま
す
。
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さ
ら
な
る
飛
躍
を

関
西
支
部
長
　
橋
　
目
　
福
　
司

（
建
築
科
昭
和
3
9
年
卒
業
）

江
工
会
の
会

員
の
皆
様
に
は

益
々
ご
清
栄
の

こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
、
関
西
支
部
は
記
念
す
べ

き
5
0
周
年
記
念
総
会
を
盛
大
に

挙
行
致
し
ま
し
た
。

半
世
紀
と
い
う
な
が
き
に
渡
り

活
動
を
継
続
し
て
こ
ら
れ
た
の
も
、

諸
先
輩
の
江
工
会
に
対
す
る
熱
意

の
賜
物
で
あ
る
こ
と
を
身
に
し
み

て
感
じ
ま
し
た
。
こ
こ
に
関
西
支

部
会
員
の
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
る
次
第
で
す
。

こ
こ
で
当
日
の
模
様
を
簡
単
に

ご
紹
介
致
し
ま
す
。
第
一
部
の
総

会
で
は
担
当
役
員
よ
り
支
部
規
約

改
定
、
活
動
報
告
、
会
計
報
告
、

活
動
計
画
等
の
報
告
が
あ
り
全
て

の
議
題
を
満
場
一
致
で
了
解
し
て

頂
き
ま
し
た
。

第
二
部
の
懇
親
会
は
記
念
撮
影

に
始
ま
り
　
『
有
福
温
泉
神
楽
団
』

に
よ
る
石
見
神
楽
が
演
じ
ら
れ
ま

し
た
。
な
か
で
も
、
『
大
蛇
』
　
の

8
頭
は
圧
巻
で
し
た
。
あ
の
　
『
太

閤
園
』
　
の
舞
台
が
狭
い
く
ら
い
の

状
況
の
中
、
会
員
は
も
と
よ
り
、
『
工

友
会
』
　
の
先
生
、
ご
家
族
・
親
戚
・

友
人
の
方
々
も
時
間
を
忘
れ
る
く

ら
い
で
し
た
。
叉
、
江
工
出
身
の

演
歌
歌
手
　
『
山
崎
て
い
じ
』
　
君
に

も
出
演
し
て
も
ら
い
新
曲
で
総
会

を
盛
り
上
げ
て
頂
き
ま
し
た
。

特
筆
す
べ
き
は
　
『
工
友
会
』
　
の

先
生
方
の
ご
参
加
を
頂
い
た
こ
と

で
す
。
昨
年
の
会
報
で
も
紹
介
致

し
ま
し
た
が
、
や
は
り
実
際
の
お

元
気
な
、
お
顔
を
拝
見
い
た
し
ま

し
て
、
懐
か
し
さ
が
こ
み
上
げ
て

来
る
の
を
押
え
き
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

各
科
ご
と
の
テ
ー
ブ
ル
で
は
先
生

方
を
囲
み
、
和
気
諾
々
と
昔
懐
か

し
い
話
を
昨
日
の
こ
と
の
よ
う
に

話
し
て
頂
き
会
員
一
同
感
激
し
ま

し
た
。
い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
長

生
き
し
て
頂
き
た
く
、
心
よ
り
支

部
会
員
一
同
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
末
に
は
、
恒
例
と
な
っ
て

お
り
ま
す
親
睦
会
を
開
催
致
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
今
ま
で
支
部
活
動

に
ご
尽
力
頂
い
た
諸
先
輩
と
、
現

支
部
役
員
の
交
流
の
場
と
し
て
毎

年
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
回
3
9
年
建
築
卒
の
白
須
君
が

大
阪
勤
務
と
な
っ
た
の
を
機
会
に

こ
の
親
睦
会
に
出
席
し
て
頂
き
、

出
席
者
と
楽
し
く
歓
談
し
て
頂
き

ま
し
た
。
現
在
支
部
役
員
の
悩
み
は
、
総

会
案
内
の
転
送
が
増
加
し
て
お
り

発
送
数
が
年
々
減
少
し
て
い
る
こ

と
で
す
。
こ
の
会
報
を
ご
覧
に
な

ら
れ
た
方
で
住
所
を
変
更
さ
れ
た

会
員
の
方
は
、
是
非
と
も
連
絡
を

し
て
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し

ま
す
。今
年
か
ら
新
し
い
半
世
紀
の
一
歩

が
始
ま
り
ま
す
。
世
間
で
は
団
塊

ま
す
が
、
江
工
会
は
こ
れ
か
ら
が

始
ま
り
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
後

は
団
塊
の
世
代
が
支
部
道
営
の
中

心
と
な
っ
て
、
さ
ら
な
る
飛
躍
の
た

め
に
頑
張
り
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
の
で
宜
し
く
ご
支
援
お
願
い
致

し
ま
す
。
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
会
員

の
皆
様
の
益
々
の
ご
活
躍
と
ご
健

勝
を
心
よ
り
祈
念
申
し
上
げ
る
と

共
に
、
今
後
と
も
関
西
支
部
の
活

動
に
ご
指
導
、
ご
協
力
を
お
願
い

致
し
ま
す
。

の
世
代
の
退
職
が
話
題
と
な
っ
て
い

寄

島

　

習

重

曹

婁

戯

嘗

Y

農

葦

盈

署

Y

盈

　

憂

患

習

尊

慮

ゑ

ゑ

豊

　

董

Ⅷ

嘗

章

魚

響

董

蔓

鹿

園
　
「
国
民
宿
舎
、
大
城
リ
ゾ
ー
ト
」

に
三
十
八
名
の
ご
出
席
を
い
た
だ

き
二
月
十
九
日
に
行
い
ま
し
た
。

江
工
会
本
部
よ
り
岩
井
教
頭
先
生
、

事
務
局
長
　
（
当
時
）
、
佐
々
木
様
、

当
地
ま
で
お
い
で
い
た
だ
き
江
工
の

近
況
報
告
、
就
職
状
況
等
の
報
告

を
受
け
、
又
山
口
支
部
の
報
告
等

の
審
議
の
後
、
老
若
同
窓
生
の
恒

例
の
懇
親
会
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

山
口
支
部
に
お
き
ま
し
て
も
、

高
齢
化
が
進
ん
で
お
り
ま
し
て
、

毎
年
ほ
ぼ
同
じ
メ
ン
バ
ー
で
す
の
で

和
気
あ
い
あ
い
と
、
在
校
当
時
の

思
い
出
話
に
、
酒
盛
、
江
工
の
卒

第
四
十
五
回
県
支
部
総
会
開
催

山
口
県
支
部
長
　
上
　
田
　
博
　
祥

（
建
築
科
昭
和
3
3
年
卒
業
）

江
工
会
会
員

の
皆
様
あ
け
ま

し
て
お
め
で
と

う
御
座
居
ま
す
。

お
健
や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の
事

と
存
じ
ま
す
。
皆
様
、
益
々
ご
健

勝
の
事
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
山
口
県
と
し
て
八
代

目
の
安
倍
内
閣
総
理
大
臣
が
、
「
美

し
い
国
日
本
」
　
を
目
指
し
て
誕
生

し
ま
し
た
が
、
昨
今
の
日
本
は
内

外
共
に
、
多
岐
に
渡
り
混
と
ん
と

し
て
お
り
ま
す
。
国
債
の
発
行
残

高
が
微
少
は
し
ま
し
た
が
、
六
ヶ

国
協
議
、
年
金
、
イ
ラ
ク
問
題
、

今
年
は
特
に
、
消
費
税
の
ア
ッ
プ

も
取
り
ざ
た
さ
れ
、
税
負
担
が
一

層
高
齢
者
に
と
り
、
厳

し
く
な
る
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。
又
県
知
事
、
地
方
首

長
の
談
合
問
題
と
次
か

ら
次
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

小
学
生
の
殺
害
、
家
庭

内
殺
害
と
凶
悪
事
件
が

多
く
発
生
し
、
あ
ら
ゆ

る
面
で
私
達
の
生
活
の

周
辺
ま
で
影
響
を
及
ぼ

し
て
来
た
一
年
で
あ
っ
た

と
思
い
ま
す
。

業
生
と
言
う
事
で
、
何

の
た
め
ら
い
も
な
く
話

し
も
は
ず
み
、
カ
ラ
オ
ケ
、

恒
例
と
な
り
ま
し
た
、

本
部
の
佐
々
木
先
生
の

数
々
の
手
品
の
余
興
な

ど
で
時
間
が
過
ぎ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
最
近
は

山
口
県
に
就
職
す
る
新

卒
業
生
も
ほ
と
ん
ど
な

い
状
況
で
し
ょ
う
か
、

若
い
会
員
が
参
加
す
る

こ
の
様
な
時
こ
そ
、
会
員
同
志
、

連
携
を
密
に
す
る
こ
と
も
重
要
な

事
で
し
ょ
う
。
支
部
総
会
も
、
交

流
の
場
と
し
て
更
な
る
活
躍
を
し

て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

第
四
十
五
回
江
工
会
山
口
支
部

総
会
を
下
松
市
笠
戸
島
、
ヒ
ラ
メ

料
理
で
有
名
な
瀬
戸
内
海
国
立
公

よ
う
、
同
期
、
地
域
、
同
郷
の
会

員
に
声
を
掛
け
て
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

一
人
で
も
多
く
の
人
に
懇
親
の
和
を

広
げ
た
い
と
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
江
津
工
業
高
校
の
発
展

を
祈
念
し
ま
す
と
共
に
江
工
会
山

口
支
部
も
よ
ろ
し
く
、
お
願
い
し

ま
す
。
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江
工
会
益
田
支
部

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

益
田
支
部
　
増
　
本
　
健
　
次

（
建
築
科
昭
和
5
9
年
卒
業
）

初
冬
の
十
一
月
二
十
五
日
　
（
土
）

早
朝
七
時
三
十
分
集
合
で
江
工
会

益
田
支
部
の
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
幹
事
の
伊
藤
さ
ん
（
今

大
会
の
優
勝
者
）
　
と
私
、
増
本
が

七
時
十
分
に
準
備
を
す
る
た
め
会

場
に
到
着
す
る
と
、
既
に
藤
原
健

三
さ
ん
と
堀
義
春
さ
ん
は
早
々
と

練
習
を
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
「
さ

す
が
に
優
勝
候
補
」
。
今
回
こ
の

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
は
、
益
田
支
部
総
会

と
併
せ
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ゴ

ル
フ
コ
ン
ペ
に
参
加
さ
れ
た
方
は
、

夕
方
行
わ
れ
る
総
会
に
も
参
加
す

る
の
で
、
終
日
会
員
と
お
付
き
合

い
が
で
き
、
た
っ
ぷ
り
と
親
睦
が
で

き
た
と
思
い
ま
す
。
今
回
の
参
加

メ
ン
バ
ー
は
三
組
、
十
名
で
行
い
ま

し
た
。
田
渕
支
部
長
さ
ん
の
挨
拶

を
い
た
だ
き
、
そ
の
中
で
年
二
回

は
コ
ン
ペ
を
し
た
い
と
と
の
こ
と
で

し
た
。
な
か
な
か
顔
を
会
わ
せ
る

機
会
の
な
い
な
か
で
、
大
変
い
い
機

会
を
与
え
て
頂
き
ま
し
た
。
参
加

者
が
少
な
い
中
で
も
各
組
笑
い
の

絶
え
な
い
ラ
ウ
ン
ド
で
し
た
。
ま
た

年
代
も
幅
広
く
大
先
輩
か
ら
同

級
生
と
江
工
会
な
ら
で
は
で
し
た
。

心
配
さ
れ
た
天
気
も
良
く
、
気
持

ち
よ
く
プ
レ
ー
が
で
き
ま
し
た
。

成
績
は
総
会
の
中
で
発
表
す
る

予
定
な
の
で
直
前
ま
で
幹
事
も
見

な
い
で
お
き
、
伊
藤
幹
事
の
命
に

よ
り
懇
親
会
の
席
で
開
封
し
ま
し

た
。
上
位
六
位
ま
で
が
8
0
台
か
ら

9
0
台
の
前
半
と
す
ぼ
ら
し
い
成
績

で
し
た
。
競
技
方
法
が
ダ
ブ
ル
ペ
リ

ア
方
式
な
の
で
誰
が
優
勝
す
る
か

わ
か
ら
な
い
な
か
で
、
な
ん
と
筆

頭
幹
事
の
伊
藤
延
夫
さ
ん
が
優
勝

の
栄
誉
を
手
に
さ
れ
ま
し
た
。

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
、
総
会
、
懇
親
会

と
大
変
盛
り
上
が
っ
た
中
で
の
一
日

で
し
た
。
総
会
及
び
懇
親
会
に
は

室
安
会
長
様
、
金
山
校
長
先
生

を
は
じ
め
ご
来
賓
の
方
々
の
ご
臨

席
を
頂
き
、
ま
こ
と
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
佐
々

木
一
郎
先
生
の
マ
ジ
ッ
ク
の
う
ま
さ

に
は
ピ
ッ
ク
リ
で
し
た
。
お
か
げ
さ

ま
で
懇
親
会
が
ほ
ん
と
う
に
楽
し

く
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

最
後
に
来
年
再
来
年
と
末
永
く
、

こ
の
会
員
の
方
々
と
元
気
に
ゴ
ル
フ

が
で
き
ま
す
よ
う
に
ご
祈
念
い
た

し
ま
す
。

懐
か
し
い
校
舎

弥
栄
支
部
長
　
栗
　
栖
　
単
　
三

（
電
気
科
昭
和
5
2
年
卒
業
）

早
い
も
の
で
、
江
工
会
弥
栄
支

部
結
成
よ
り
二
十
年
が
経
ち
ま
し

た
。
二
十
周
年
記
念
の
行
事
に
つ

い
て
会
員
の
皆
様
に
相
談
し
た
と

こ
ろ
、
市
民
レ
ガ
ッ
タ
は
高
齢
化
の

た
め
無
理
だ
ろ
う
か
ら
、
学
校
見

学
は
如
何
か
と
の
意
見
が
あ
り
ま

し
た
。
考
え
て
み
れ
ば
、
長
い
人

は
卒
業
以
来
の
方
も
居
ら
れ
る
は

ず
で
す
。
小
型
バ
ス
を
準
備
し
て

学
校
見
学
の
後
、
江
津
市
内
の
施

設
で
小
宴
会
と
い
う
案
で
計
画
を

し
ま
し
た
。

な
っ
て
行
け
れ
ば
と
感
じ
て
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
会
員

の
皆
様
、
関
係
の
方
々
の
ご
協
力

に
感
謝
し
ま
す
と
共
に
時
節
の
折

お
体
を
ご
自
愛
な
さ
れ
ま
す
よ
う

祈
っ
て
お
り
ま
す
。

「
江
工
会
江
津
支
部
誕
生
」

江
工
会
江
津
支
部

初
代
支
部
長
　
砂
　
田
　
　
　
忠

（
建
築
科
昭
和
3
3
年
卒
業
）

八
月
二
十
七
日
の
当
日
は
、
参

加
者
十
五
名
で
弥
栄
を
出
発
し
て

約
一
時
間
で
学
校
に
到
着
し
ま
し
た
。

暑
い
日
で
し
た
が
、
さ
ら
に
約
一
時

間
を
か
け
て
校
舎
の
周
り
を
巡
り

昔
話
に
花
咲
か
せ
ま
し
た
。
私
が

現
役
の
頃
あ
っ
た
木
造
校
舎
は
ほ

と
ん
ど
無
く
な
っ
て
、
代
わ
り
に

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
立
派
な
実

習
棟
が
出
来
て
い
ま
し
た
。
三
十

年
の
長
い
時
の
流
れ
を
感
じ
、
私

自
身
も
年
を
と
っ
た
な
と
恩
い
ま

し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
ガ
ー
ド

レ
ー
ル
で
作
っ
た
校
舎
の
手
摺
、
応

援
練
習
を
し
た
浜
の
階
段
な
ど
は

当
時
の
ま
ま
の
よ
う
で
、
あ
の
頃
の
、

楽
し
か
っ
た
こ
と
、
苦
し
か
っ
た
こ

と
が
昨
日
の
よ
う
に
思
い
出
さ
れ

ま
す
。小
宴
で
は
、
会
長
様
、
校
長
先

生
、
本
部
の
先
生
方
と
楽
し
い
時

間
が
過
ご
せ
ま
し
た
。
宴
も
た
け

な
わ
に
な
る
と
、
い
つ
も
の
棟
に
（
よ

く
覚
え
て
い
る
？
）
　
校
歌
や
応
援

歌
を
歌
っ
て
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
後
か
ら
聴
い
た
こ
と
で
す
が
、

歌
は
バ
ス
が
弥
栄
に
辿
り
着
く
ま

で
続
い
た
よ
う
で
す
。

さ
て
、
江
工
会
弥
栄
支
部
も
さ

ら
に
時
を
重
ね
て
よ
り
良
い
会
に

室
安
本
部
会

長
が
県
外
支
部

の
総
会
に
出
ら

れ
る
た
び
に
、

「
本
部
の
あ
る
地
元
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。
」
　
「
母
校
の
あ
る
地

元
が
し
っ
か
り
し
て
こ
そ
、
県
外

支
部
も
故
郷
を
応
援
す
る
や
り
が

い
が
あ
る
。
」
　
と
重
い
荷
物
を
背

負
っ
て
帰
っ
て
き
て
お
ら
れ
た
様
子

を
幾
度
か
聞
い
て
い
ま
し
た
。

振
り
返
っ
て
見
る
と
、
私
自
身

も
第
一
線
の
公
職
か
ら
身
を
引
い
た

時
、
今
ま
で
の
市
役
所
支
部
か
ら

退
会
し
、
身
の
寄
せ
る
所
の
な
い

寂
し
い
思
い
を
し
た
根
無
し
草
で

あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
団
塊
の
世
代
の
人
々
が

こ
れ
ま
た
、
第
一
線
か
ら
大
量
に
退

か
れ
る
時
代
を
迎
え
、
豊
富
な
知

識
と
経
験
、
世
界
に
通
用
す
る
匠

の
技
を
持
っ
た
江
工
O
B
　
（
江
工

健
児
）
　
を
、
再
び
こ
の
実
社
会
に

貢
献
し
て
も
ら
う
場
や
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
づ
く
り
は
出
来
な
い
も
の
か
と


